
藤 原 氏 の 出 自 と記 ・紀 編 纂 の シ ナ リオ

日本語 と神 々の系統か ら

芝 蒸

ま え が き

 7世 紀後 半以来,実 に1300年 以上 の 日本王朝史 は藤 原氏 の歴史 と言 って も過

言 でないのは周知 であ るが,そ の基 礎を創 った始祖,鎌 足 ・不比等 の出 自は,

多 くの古代史家た ちの努 力に もかかわ らず,未 だに確 定 には及んでい ない。 と

くに不 比等 はそ の上,律 令制定 の総裁 に任 じ,さ らに正史 た る記 ・紀編纂 にお

け る中心的 役割 を果た したのであ るか ら,こ れ らの事項 だけで も}古 代史上 真

に画期 的 な人物 と言わね ばな らないが,し か し彼 らは 自 らは出 自を告げず,志

を語 らぬゆ えに,父 子 の活動 と歴史的 役割 は,十 分理解 され て こなか ったので

は とい う危 惧 と,い っそ う彼 らの真 の意 図 と実像 の解 明が切 実 な よ うに思わ れ

る。

 筆者 は,日 本古 代思想史 の立場 か ら,今 日的 課題 として,日 本国家構造 の再

構築 として の 『日本道 州制 国家』(1990,2。)の 実現 を強 く期待 して きたが,

そ の視点か らも民族複合 として の古代 国家形成過程 の確認は不可欠 であ り,頭

書の テーマ も大 きな 関心 事で あ る。 また,古 代 日本人 の 意識構 造 の 分 析のた

め,主 として 『日本語 の起源一系統 と検証 』(2005 4.)な らび に 「日本語

の起源か らみた神 々の系統」(『 語源 研究』T2005,12.)の 作 業の延 長 として,

頭書 のテ ーマにつ いて,い くらか の疑 問を感 じ,そ の提 案を試 み よ うと した。

もとよ りr筆 者は 日本史学,比 較 言語学 いずれ)JYYL..つい て も専 門で はないので,

見 当ちが いが あ るか も しれず,先 学 諸家 の ご教示 ・ご批正 を 賜 れば あ りがた

い。
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 1)藤 原氏の始祖,中 臣鎌足の出自問題に対する古代史家たちの主な取り組

み につ いて。

 2)鎌 足 ・不 比等 の父祖,出 生地 な ど出 自不 詳 とは,異 常,不 自然 であ り,

世 間 の常識 では考 えに くく,な にか 当事者 自身 に然 るべ き事情が あ った のでは

ないか。

 3)わ れわ れは 当事者が最 終的 には明か さ ざるを えなか った確 か な事 実 とし

て,そ の氏神,春 日神社 の こ祭神を手がか りとした。そ こで藤原 氏は弥 生系 氏

族(土 着 ・南 島語系+モ ンゴル語系)で あ り3古 墳時代 の応 神 ・仁徳 以来の本

格的征服 王朝系 の氏族(土 着 ・南 島語系+ツ ングース系)で は なか った と考 え

られ る。す なわ ち,父 子には,王 朝 内で弥 生系民族 の復権 とい うひそか な大 望

が あ った のでは ないだ ろ うか。

 4)記 ・紀編纂 の真 の主 導者は不 比等 と考 え られ,そ の シナ リオの基 本構 想

に よ り、記 ・紀 の性格 には重要 な影 響 が及 ぼ された と考 え られ る。

 まず 第一 に,弥 生時代 におけ る列 島各地域 の小 国家群 の建 国 と古墳時 代にお

け る応神 ・仁徳 の本格的征服 王朝 の建 国 との断絶 を,皇 統 一系 として縫合 した

こ と。第二 に は,記 ・紀 の神話 において,出 雲 須佐 国の祖 神た る素箋鳴命 を皇

祖天照大神 と姉弟神 とし,ま た古大和 国に滅 ぼ された杵 築国 の問題 を,祖 神た

る大 国主命 の国譲 りとし,出 雲 の史的 実像 と大 き く異 な った もの として構 想 し

た こと等 で ある。

 5)鎌 足 ・不比 等 の事績 の 日本 の国家形成 史上 におけ る位置づけ。

1.中 臣鎌 足 の出 自問題

 中臣鎌足 の出 自に 関わ る直接 の 記述 は 僅か に,東 国常陸生 まれ とい う 『大

鏡』 (1100年 頃、 作者不詳)と,大 和 の武 市郡 生 まれ とい う, 『群書類 従』 中

のいわ ゆ る 『藤氏 家伝 』 (藤原仲麻 呂一764作)と の2書 が あ るのみ である。

前者 は,鎌 足没後 実に450年 以上 を経 てお りa木 簡 な どの よ うに考古学 的 な資

料 な ら別 だが,後 世 の作 で,「 そ の お とどは 常陸 の 国に うまれ 給 ひければ」

(巻7)と,い きな りなにの典拠 も示 さず記 され て も,可 能 性 は否定 で きない
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が,手 の下 しよ うが ない。 後 者 に して もa作 者は 鎌足か ら4代 目の曾 孫で,

100年 後,し か も仲麻 呂とい えば,そ の横暴非 道ぶ り '・s氏1300年の歴史 で も

代表 的人物 であ ってみれ ば,彼 が父祖 の伝記 を もの した として も,そ の信頼 性

が減殺 され るのはやむ を えまい。 また古代諸氏 族 の系図 をた どる 『尊卑分脈』

(洞院公定一1399)に して も,鎌 足 没後700年 後 の作 で,時 代確 定 の証 のあ る

事項 な どは別 として,そ れ よ り遠 い以前 の記憶 に頼 る系図 な ど困難 ははか り知

れ ない ことにな ろ う。

 こ うい う状態 で あるか ら、手がか りはほ とん ど 「中臣」 の他 にはない ので,

どの研究者 も中臣部あ るいは中臣氏 の種 々 のかかわ りを辿 りなが ら,文 献史 学

の立場 か ら,あ るいは地誌 学的立場か ら丹 念な探求 がな されて きた。

 上 田正昭氏 は,中 央 中臣氏が河 内国の河 内郡 あた りに本拠 を有 して,枚 岡の

神 を祖神 と した こと,そ れ は 「宮廷 で 祭官 制度が ととの え られた6世 紀 の前

半,欽 明 ・敏達 天皇 の ころか ら中央 で有 力化 した氏族 であ った こ とが確か め ら

れ る」(『 日本神話』岩 波新書P.180)と され てお り,ま た大化前 代の宮廷 祭

祀機構 の状況か ら中臣氏 の動 向を深 い洞察 を された(「 祭官 制成 立の意義」『日

本・書紀 研究』1)。 田村 圓澄氏 は種 々の考 察か ら, 「鎌足 は,東 国の常陸地方

の中臣氏 の一人 として 生 まれ」,「 少年 の頃,宮 廷 の祭祀 を あず か る中 臣氏 の

家に身 を 寄 せ る ことと な った ので あ ろ う」 と推論 され て いる (r藤 原 鎌足』

P.26)。

 また,本 位 田菊士氏 は上 田氏 らの立場 を継承 し展 開 しなが ら, 「記 紀神話形

成 と大 化前 代 の祭祀制」一 トモ制か ら官司制ヘー とい う論考 中 「神代史 におけ

る祭祀氏族」 の項 で, 「名 称や系譜か ら氏 の出 自をたずね る ことではな くて,

中臣氏 が どの よ うな形 で歴史 に登場 し,ま たそ の段 階で どの よ うな性格 を しめ

したか」 とい う視 点か ら,鎌 足 出現 前後 の状 況を的確 な分 析で示 されて い る。

 .__.方,横 田健 一 氏は, 「中臣 と ト部」 との視 点か ら,中 臣氏 の 出 自を常陸 の

ト部 に求 め られ(「 中臣氏 と ト部」 〈『日本 古代神話 と氏族伝 承』〉),前 川 明久

氏は地誌学的 視点か らそれ の裏付け ともな る 貴重 な研 究を され てい る(「 中臣

氏 の歴史地理 学的考察」 〈『日本古代 氏族 と王権 の研 究』第5章 〉。 さらに,千
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歳竜彦 氏は中 臣氏が ト部 の後身 とい う見地 か ら,卜 部 の 日本列 島におけ る原 住

地 を対 馬 ・壱岐 であ る として,列 島各地 へ の展開 の コースを検討 され,近 畿 の

中臣氏が東国常陸 の ト部か らと い うこ とに は 否定 的結論 を 出 されて い る(「 卜

部 の系 譜」 〈日本 書紀研究>21)。

 以上 は多 くの重要 な研究 の中の ご く一 部 にす ぎないが,藤 原氏 の 出 自問題 の

大 よその輪郭 を門外 のわれわれ に も理解 させ て くれ てい る。 い うまで もな く研

究 者た ちの大 きな努 力に もかかわ らず,本 問題 の性質上,結 論 の確定が容易 に

で きるわけ ではない。

2.鎌 足 ・不比等 父子 の出 自問題 の困難 さは不 自然 であ るこ と

 これ は誰 の 目に も明 らか であろ う。単 なる市井 の人な らい さ知 らず,史 上 に

も稀 な大業 を成 し遂げた人物 た ちが,自 己の出 自につい て,な にひ とつ語 って

いな い とは,常 識 では考 え られない。卑賎 の出で ある とす れば なお さ ら, 「名

を後世 に挙げ,以 って父母 を顕す」 ことは人倫 の大 道で あ り,あ れだけ の思 慮

深い人物がそ れを承知 しないはず はない。 ま して,不 比等 に しては,初 めに述

べた ごとき人物,そ れに触れ る機会は,い くらで もあ ったはず であ るか ら。

 つ ま り,こ れ には当事者 に明か した くない然 るべ き事 由があ った と考 え ざる

を えない。

3。 鎌 足父 子が最終 的 には 明 らか にせ ざるを えなか った事柄

     一 藤原氏の氏神春日神社のこ祭神について一

 中 臣氏 の職 掌は本来 「祭 祀」 で あ ったか。

 高天 ケ原 におけ る 「天 の岩戸 隠れ」 の際 には,中 臣氏 の祖神 は祝詞 を奏上 し

た とな って お り,中 臣 とは,そ れ は 「中つ 臣」 で あ って,「 神 と人 との問 のな

かだ ちをす る者」 であ る とは,神 道 関係者 も研究 者 もほ とん ど一致 した定説 で

あ る よ うにみ られ る。 もちろん記 ・紀編纂 が行わ れた 当時 では,そ れ に違 いな

いがTし か し中臣氏 の職掌 が本来そ うであ ったか ど うか につ いては,い まい ち

ど再確認す べ きではないか。 とい うのはzこ ころみ に,オ ミ(臣)と い う目本
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語 の起源 を さ ぐる と,モ ンゴル語 ではeM〔ome〕 〈軍 司令官 な どの警 備隊(員)〉

とあ るのは参考 になろ う。つ ま り3警 護 の部隊 や隊員 であ る。 ナカ 〈中〉 の中

は 中外(内 外)の 中,あ るい は中央(中 間 ・中部 ・中心)を 意 味す るが,こ こ

で は前 者 の場合 とす るのが適 当であ ろ う。大化 前後の時代 では,宮 廷 内の警護

で あ り,前 記本位 田氏 の所論 では 「大化前代 の軍事団,と くに 〈親衛軍的〉性

格 の濃厚 な軍事的 トモに おいて,祭 祀 ・呪術 ・卜占に多かれ少 なかれつ なが り

を もった とみ られ る家柄 が少 な くない」 と述べ られ た のを想起 させ る。 なお,

後 に藤 原氏 に五摂家 が創始 された とき,そ の最初 が 「近衛家」 であ り,今 日に

及 んでい る ことは,当 事者が 自 らの氏 の起源 に気づいて いたか ど うか は分か ら

ないが,関 心をひかせ るので ある。 この よ うに,中 臣 とい う語 その ものに祭祀

の意 味がない こ とは知 られ る。

 初 めに触 れた よ うに,中 臣琉 は祭 祀担 当 の職 掌 としてJそ の祖神 は アメノ コ

ヤ ネノ ミコ ト(天 児屋根命)と されて い る。 しか し,藤 原氏 の氏神春 日大 社 の

こ祭神 は四所 明神 とい い武甕 槌神 ・経津主 神の二神 とa天 児屋根命 ・姫 神 の二

神 との四座 であ るが,不 比等 は,以 前 に藤 原京 の阿倍 山に奉斎 していたのを,

平 城京 彙都 の前 年(709)現 在地 に 移 した といわれ るが,そ の とき前 の二 神を

まず東 国か ら迎 え,そ のあ と後 の二神 を枚 岡か ら迎 えた こ と。枚 岡へr を供

えた形跡 のない こ と。そ の後 の祭神 の待遇 が,前 二神 は正一 位,後 の二神 は従

一 位 とい うよ うであ った。 これ は 中臣氏が 本 来は 武人 であ り,祭 祀 は後 に併

任,併 職 した と考 えるのが 自然では ないか。 そ の点,後 代の系 図の注 に 「中臣

は ト部 の後 な り」 とあ るのを,ト 部氏 の子 孫で ある とか,卜 部氏が 中臣 と氏を

改 めた とか,解 す る見解 のあ るのには疑 問を もつ のであ る。 「ト部 の後」 とい

う語 は,子 孫 とも後 継者 ともとれ るか らであ る。 なお,物 部 氏や 大伴氏 が上 の

武 神を祭 った として も,か れ らは南 島語系土着 の氏族で あ り,か れ らの祖神 と

氏神 は大物 主神や太玉 命で あ る。

 なお,上 記 の二神 で,タ ケ ミカヅチ(武 甕槌 ・武 御雷)に つい てaイ カ ヅチ

(雷)の イカは モ ンゴル語でHX〔yeke〕 〈大 きい;非 常 な〉で,俗 に 「いかつ

い;怖 い」 とい うよ うな語 の源で あ るよ うに 思わ れ る。 ツチはiごδ 〈自然 の
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主〉 であ り,前 回の報告r神 々の系統』 に記 した とお りであ る。 フツ ヌシ(経

津主)も 同L..くモ ンゴル語 でxyp狂 〔xurtsu〕 〈鋭 い;鋭 敏な;先 の とが った;

鋭 い刃〉か ら刀剣 とか軍 事 力な どの意味に な った と考 え られ る。

 次 には,上 記 の ご とき天 の岩戸 隠れ の場面 で,中 臣 の祖神 とされ る{天 児屋

根命}(ア メノコヤネ ノ ミコ ト)と い う名 の意 味はなにであ ろ うか。 天 の岩戸

隠れ の場 面に登場す る,い わゆ る五つ伴 の緒 の神 々はそれぞれ職 掌にふ さわ し

い性格 を担 った神名 を も って い る。 た とえば7協 議 を諮 る 「思い兼 の命 」,天

照大神 を連 れ 出す 「手 力男の命」,鏡 を作 る 「石 凝留め の命」,玉 をつ くる 「玉

作 りの命」 とい うよ うに。 ところが祝詞 を奏上す る役 目の 「天 の児屋 根の命」

だ けは何 の意味か全 くわ か らない。 しか も,こ の神名 は直 接 中臣部 当事者で あ

る不 比等 の祖 神で あるのに,で ある。 これ も大 きな疑 問であ り,中 臣部 が も と

もと祭 祀の職 掌で あるな らば,こ の よ うな こ とはない はず であ る。

 なお,卜 部(ウ ラベ)に つい ては,こ れ もウラはモ ンゴル語 でy延ula〕 〈足

の裏;土 台;基 礎〉 とい う意味 であ り,表 に対す る裏;外 に対す る内;身 体 に

対す る心;と して くウラナ フ(ト ・占);ウ ラム(恨);ウ ラヤ ム(羨);ウ ラ

カナ シ(心 淋)な どiの 単語 家族 を構成 して い る。 この よ うに,ト 部 は祭祀,

卜占な どの部 とい う古代 の官職,忌 部(斎 部),祝 部,日 置部,中 臣部,大 伴

部,海 部,園 部 な どの一つ であ ったか ら,中 臣部 が ト部 の子孫だ とか,ト 部が

中臣部 に名称 を変 えた,と か い う議 論 は適 当では な く,中 臣氏は本来 の宮廷 警

護,近 衛 の職 掌か ら祭祀 ・ト巫 の職掌 を も併 任 した と考 え るのが 自然 ではあ る

まいか。 なお,忌 部(斎 部)は 南 島語系土着 であ り(前 号 で報告 した),も と

もと ト部 は忌部 とともに祭 祀に携わ っていた と考 え られ る。

 また,藤 原氏 の イカ ヅチ(雷 神)を 祖 臣 と した ことの証左 の一つ としては,

不比 等が賀茂比 売を夫人 に迎 えa宮 子(文 武 天皇 の皇 后 とな った)を 産 んだ こ

とであ り,賀 茂 族 の祖神 も同 じイカ ヅチ(雷 神)で あ る こ と,今 日の京都上賀

茂 神社 の こ祭 神 ワケイ カヅチ(別 雷神)を みて も知 られ るであ ろ う。

 以上 の よ うに,鎌 足 は弥 生系氏族に属す る中臣部関係 の家に生 まれ て,当 時

の征服王朝 の中で はあ ま り重 要 な地位 ではなか った と思われ るが,有 為 の才に
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恵 まれ,大 事を成すべ き志を抱 いていたので,中 大兄皇 子に近づ く機 会を えて

帷握 の臣 とな った と考 え られ る。

4.記 ・紀編纂 の シナ リオ と藤 原 不比等

 不 比等 は700年 には大宝 律令 撰定 の副総裁 を命ぜ られ,そ の後708年 には,自

ら養老律令 の撰定 の総裁 に就任す るほ どであ った。彼 自身,政 治家 として,法

制は も とよ り歴史 につい て も,学 才,識 見 ともに 当代第一級 の人材 を もって任

じていた こ とは想像 に難 くない(因 みに,彼 の不比 等 とい う名 はt自 称 のはず

だ が,も ちろん史部(フ ヒ トベ)に 由るのであ ろ う。)。後 の書紀編纂時 には当

然,古 事記編纂時 に も,彼 は右大 臣に な ってお り(当 時,太 政 大 臣は空位 であ

ったか ら),王 朝 内ナ ンバ ー2の 地位 で あ って みれ ば,編 纂 の重要事項へ の意

向反映 は十分 にあ りえた と考 え られ る。記紀編纂 と不比 等 につ いては,上 山春

平 茂 の綿密 な資料検討 と深い洞察 に よって,不 比等像 は大 き く膨 らんだ とい う

こ とがで き よ う(『神 々の体系』正 ・続 〈中公新 書〉)。

 そ こで紀 ・紀編纂 の構成 におけ る最重 要な柱 の,第 一 には,神 武 な らびに崇

神以来 の古 大和 国の王統 と,応 神 ・仁徳 以来 の本格的征服 王朝(こ れ について

は井上光貞氏r日 本国家 の起 源』 〈岩波新書〉 参照)と を皇統 一系 として扱 っ

た ことで あ る。

 第二は,三 貴子 の誕生。 す なわ ち,天 照 大神s月 読命,素 箋 男命 。 もちろ

ん,天 照大神 を皇 祖神 として と,同 時 に 高天 ケ原 の 最 高神 であ る 高御産霊 神

(高木 の神)の 地位 に まで高めた のが,正 史 として初 めで あるが。

 第三 には,大 国主命 の国譲 り。

 第一」の,弥 生時代 の古大和 国 の王統 と古 墳時代 の本格 的征服王朝(応 神 ・仁

徳 以後)の 皇統 とを一系 として扱 った問題 につ いて。す なわ ち,近 畿 の弥 生期

に始 まった古大和 国は崇神天皇 の ころ,そ の基 礎が確立 した とされ るが(神 武

か らの9代 は,架 空 ではな く,そ の前 身 と考 え るのが妥 当なのは,鳥 越 憲三郎

氏 の説 かれ る とお りであ ろ う く『神 々 と天皇 との問』 参照 〉)Jそ の王朝の仲哀
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天皇 の とき,九 州遠 征 中,却 って応 神 ・仁徳側(そ の前身は 日向か ら北上,邪

馬 台国を滅 ぼ した狗奴国 で,南 島語 系+ツ ングース語 系)は これ を も破 り,滅

ぼす ことにな った4>〉 これ こそが本格的征服 王朝説(江 上波 失氏),ネ オ征服

王 朝説(水 野裕氏)の 初めで あ る。

 不比 等は,こ の ような状況 の時代),rt._.正史編纂 とい う珍 しく重要 で,か つ非 常

に大 きな裁 量 の余地 のあ る立場 にあ った。彼 は古大和 王朝に,仁 徳 の征服王 朝

を接合 し,し か も大和 国 の前身(神 武 以降)の 内容)」rti-一, 「神武東征」 として,

仁徳 王朝の前身た る 日向以来 の東征 を代 置 しs応 神帝 を仲哀帝 の皇后(神 功)

の御子 と した。 この ような意図 は どこにあ るのであろ うか。

 第二 の三 貴子 と,ア マ テ ラス とスサ ノ ヲの姉弟 の設定 に故郷,ツ ングース で

は 日月信仰 があ るが,後 者 の姉弟関係 は記 紀の創始 であ る。 古代 の出雲 につ い

て は,多 くの研究 がな されて きたが,中 で も水野裕氏 はそ の画期 的な研究 で大

きな貢 献を された(『 古代 の出雲 』 日本歴史学会 編1972)。 氏 らに よる と,紀 元

前後か ら西 中国 と くに出雲地方 で も,素 箋 鳴命を祖神 とす る須佐 国,熊 野大 神

を祖神 とす る意宇 国(後 の出雲 国造 家の祖),大 国主命 を祖神 とす る杵築国 な

ど数 ケ国が 対 立抗争 を 続けて いた が,近 畿 の 古大和 国家 が 次第 に勢 力を 拡大

し,出 雲地方 に も帰服 を要 求 した際,須 佐 国や意宇 国な どは帰順 した が,杵 築

国 は最後 まで抵 抗 したた め,須 佐,意 宇,大 和 な どの連 合に滅ぼ され た。 これ

は4世 紀初 め,崇 神 ・垂仁 朝 ごろであ る。 な お,ス サ ノヲは語源 その ものは,

イ ン ドネ シア語susah〈 困難 な;厄 介な;心 配な〉 であ る。 須佐族は 朝鮮半 島

か ら渡来 した と伝 え られ て もい るが,渡 来 と土着 との融合 で土着 の名 称を保持

す る例 であろ うか。

 第三 の,大 国主 命 の国譲 りについて は,大 国主 の信仰 は出雲 の国々のす べて

に行われ ていた ことが,水 野 氏に よって も示 され,ま た出雲 国風土記 の多 くの

箇所 に 「ア メノ シタ ツクラシ シオホカ ミ」 (所造 天下大神)と ある よ うに,も

とも と弥生期 に列 島に上陸 した アル タ イ系 であ るJと い うよ りそ の主 力であ る

モ ンゴル系 は,江 上波夫先 生のいわ ゆ る 「騎馬民族 の征服 王朝説 」 の タ ンガ ラ

信 仰(天 孫 降臨に よる国家起 源思想)を もつ 民族で あ るか ら,出 雲地方 に上陸
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した人 々 も同 じ信仰 であ った。そ の上,お そ らく大 国主命 は偉大 な英雄神で あ

ったので あろ うか,命 を祖神 とす る杵 築国 が滅 びた 後 も,そ の信 仰 は全 国に広

が った が,そ れ はその遺徳 とともに,鎮 魂 とい うこ とも大 きな要 因 であ った と

思われ る。 記 ・紀編纂 におけ る 不比 等 の 構 想で も,弥 生系勢 力の 復 権 ととも

に,そ の よ うな事情 も大 き く考慮 された のではなか ろ うか。

5.鎌 足 ・不比等 の事蹟 の功 罪

 もし当初にわれわれ が想定 した鎌足 ・不比 等父子 の抱いた大望,す なわ ち弥

生系氏 族王朝 の 復権 の望み が 事実で あ った とす れば,不 比 等は それ を 実現 し

た。

 す なわ ち,征 服 王朝の専制,独 裁 は防止す るこ とがで きた とい うことが で き

よ う。 鎌足,そ の人 の賢 明な素養 と深 謀遠慮 に よる不 断 の努 力は,幸 運に も恵

まれ て中大兄皇子 との協 同を全 と うし,不 比等 も父 に劣 らぬ賢 明さでそ の遺志

を継 ぎ,つ い に父 子年 来の大望 を実現 す る ことがで きた。

 さて,初 めに挙 げた皇 統一系 の問題 であ るが,不 比 等 自身 の見解 と意図 とは

知 る由 もないが,或 いは この点 につ いて も,賢 明な彼 の ことであ るか ら,十 分

な熟 慮の末 の決定 であ ったか もしれ ない。前記 の よ うに,征 服 王朝 の政変 は不

比等 な どの知 らないほ ど遠 い以前 の こ とで はない。 そ の事情 を承知 の上で,易

姓革命 の事実を措 いて,皇 統一系 を択 んだ ので あろ うか。 さらに,神 代 の巻 に

おけ る出雲神話 の,ス サ ノ ヲの三貴 子扱 い,オ オ クニ ヌシの国譲 りな どでは な

お さ ら,不 比 等た ちの立場 か らの人心 の和解 ・鎮魂 の意図が読 み とれ るであ ろ

う。 これ らの点で,記 ・紀 のそ の後 の 日本民族統合 の意識 形成 に与 えた影 響は

測 り知れ ない ものが あ る とい うことが で きるのではないで あろ うか 。

 しか し,不 比 等 の外戚 の地位達成 と,そ の後 の藤原 氏の排他的7独 占的な多

くの専横 には,数 知れ ぬ非 業 の最期 を遂 げた諸氏族,ま た千載 の長 恨を抱 いて

憤死 した 有為 の人材等 々i大 きな負の遺 産 のあ る こ とも否 め ない。 これは実質

的 には弥 生系氏族 の,征 服 王朝 に対す る巧妙 な政治 的墓奪 であ るといわ ねば な

らない。
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 『古語拾 遺』 上 奏者 の 嘆 き一 は この ことの 象徴的 な もの と い うことが で き

る。 これ は大 同2年(807)斎 部広成 が 平城 天皇 の 下問 を受けて 撰述 奏上 した

もので,大 筋に おいて,当 時の藤 原氏 の専 横批判 に対す る妥 当 な訴 え とい うこ

とが で きる。 例 えば,『 新 撰姓氏録』(814)に おけ る皇 別 ・神 別 ・諸蕃 な ど,

各矯族 の出 自に して も,藤 原氏 しか もそ の五摂 家を 中心 に,都 合 の よい撰定が

行 われて い る ことが 多 くみ られ 『延 喜式』(醍 醐天皇延 喜5年,905) 「神

名 帳」 所載 のいわ ゆ る 「式 内社」 に して'も同様 で ある。例 えば,伊 予 の大 山舐

神 社や信濃 の穂高神社 な どは こ祭神は征服 王朝系であ り,当 然いわゆ る官幣社

であ るべ きを,国 幣社 とされ てい るの も,こ れ に類 す る。

 また不 比等 に 始 まる藤 原氏 に よる 日本王朝 の 藩 屏聾 断 の1300年 の 公家政 治

は,権 力支配 の武 家 に対す る,権 威 の根拠 と して,か つて古代 の北九州 に成 立

した邪馬 台国におけ る卑弥 呼(祭 祀)と 男弟(政 治)と い う政 治 モデル に遡 る

こ とので きる一つ の重要 な実験 とい うこともで きるであ ろ う。

 これ らは,歴 史 は鑑 といわれ る よ うに,現 代のわ れわれ に多 くの事柄 を示 唆

して くれて い よ う。W・ ヘ ーゲル はrそ の ロマ ン主 義的立場か らの 歴史哲 学

で,「 世界史 の審 判」 として,「 この世 の出来事 のすべて は世 界史 とい う法廷

において裁かれ る」 とい い, 「真理 は全体 であ る」 とい ってい るこ とを,こ こ

で も想起 した い。                      以上
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